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AID Tg と野生型マウスに TAA を 6 ヶ月間継続投与して慢性肝炎を惹起させたマ
ウスと、TAA 非投与の対照群を経過観察したところ、AID Tg と野生型マウスに惹
起される肝炎の程度は同等であったが、TAA を負荷した AID Tg において顕著な肝
発癌の促進が認められた。次に各マウスの非腫瘍肝を用いて全エクソン解析を行っ
たところ、野生型マウスでは TAA 投与後もほとんど遺伝子変異の蓄積を認めなかっ






炎を負荷した AID Tg では、転写が亢進した複数の癌抑制遺伝子に変異の蓄積が認
められた。さらに慢性肝炎による癌抑制遺伝子の転写亢進と遺伝子変異蓄積の関連
を明らかにするため、dual specificity phosphatase 6 (Dusp6)、early growth 

























したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 29年 1月 30日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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